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漢薬 「升麻」 の 生 薬学的研 究 （第 1 報）

Cimicifugα 属植 物の 地 下 部の 一
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“Shengma （升麻）

”
is　a　popular 　Chinese　crude 　drug　used 　for亡re 飢 ment 　of　exanthema ，　fever，　piles

tm

’
Td　suppuratlve 　in矼amrnatiQn ．　 The　Chinese　pha1齟mac 叩 oeia 　describes　tha 亡this　drug　is　derived　from

the　 rhizomes 　of 　C跏 ゴr
・
玩螺 z 加 ハα磁   〃a，　 C ．401捌 沈 〃 and 　 C．ノbetida　 of　tbe　family　I〜anunculaceae ．

According　to　our 丘eld 　researcb ，　the　commercia1
‘’Shengmn ”

availahle 櫃 Chinese　markets 　presented
various 　extcrnal 　features，　suggesting 　different　botanicモ玉10rigins　of 　the　drug，　In　order 　to 　establ ｛sh 　a

cr琵eria　for　the　iden］Li〔icatk）n 〔｝f　the　bo吐anica ［origins （）f
“
Shengma ∴ ac 〔）mparative 　anatornical 　study

was 　carried 　out　on 　9（・
’
irnicffug’a　species ．　 In　this　paper ，　rhizomes 　of　C，∫〃毘μ翫 frorn　di廿erellt 　growil19

ar （
・
as 　were 　examlned 　for　their　mc ｝rph 〔）10gical　and 　 anatomical 　characters ．1亡 w11s 　F〔，uηd　tha 亡f〔エr　a

corn ．Parative 　stud ｝
「，　the　best　Par しs　to　be　observe （I　were 　the 　P（｝rti 〔｝rls 　between　twQ 　lx）ighboriIlg　steln

residues 〔｝f　rhizomc 　with 　more 　than　5　sしem 　I
・
esidues 　and 　the　p 〔｝rtion 　of　the　stem 　residues 　2−3　mm 　up

f棚 ntheirbase 、　 Th 〔
・difFe言’ences 　observed 　between　the　rhizomes 　of 　C．　simPlex 　fr‘）m 　Japan　and 　those

frorn　China　were 　in　thc　foli（，wing 　characteristics ：the　shape 　and 　diarneter　of　aDd 　distance　between
stem 　 residues ，しhickness　 of　 cortex 　 and 　 shape 　 of　 secondary 　 xyleln 　in　 rhiz 〔エme ；the　diametcr　 aIld

sc ］cri
’tication　of 　primary 　ray 　ce 】ls至n　stern 　residue ；and 　appearance 　Qf 　sdereids 　ill　cortex 　il’｝ rhizome

and 　stem 　residue ．　 More 〔，ver ，
」‘Shengma”〔，f　Shanxi　Prov，　market 　was 　identilied　as 　C．　sintPlex 　fr〔｝m

China．

　Keywords −一一一Shengma ； C加z〜‘砺g ‘z　simP 　lex；Cimifnlfugtt；RalluIlculaceae；rhiz 〔）rne ；Chinese　crude
dru9 ；hnage　anaiysis ；b【〕寸anical 　brigin ；plan吐allat（）my

　1
．
ブト麻 」は 「名 医 別録 』

2）の 一ヒ品 に 「主解 白毒．殺 百精 ，

老物，殃鬼．辟 薀 疫，瘴 気，邪気，蠱痲．入 11皆吐 出．中

悪腹痛，時気毒 癘，頭 痛寒 熱，風腫 諸毒，喉痛，口 瘡．久

服 不 夭 ，軽身長 年．1 と，把載 さ れ た 淤 薬 で、現 在，発 表透疹，

清熱 解 毒，升拳陽気薬 と して
， 発疹 姓 熱性 疾患，発熱頭痛・

咽 喉 腫痛，痔疾，化膿性疾患 な ど
2，　．d）の 治 療 に，嚇 ら 「升

麻 葛根 湯 1，r麻黄升麻湯 1，「乙字 湯 」 な どの 処 方 に 配 合 さ

れ て 用 い ら れ る．本 草 史献に 初見する の は 「名医別 録 』以

前 で あ る と さ れ るが
s），それ 以 来，歴代 の 本草警中に は 数

種類 の 原植物 の 存 在 を うか が わ せ る 記文 が 見 ら れ
2・6），基

源 に 関 して 問題 点 の 多い 生 薬 で あ る．現 在，「升麻」 の 基

源 に つ い て は 瞬 1 華 入 民 共 和 鬮薬 典』
3）に キ ン ポ ウ ゲ 科 の

α 規 ゴ6吻 9α heraclei　otia 　KOMARov ．　 C．　dahun
’
‘；a　（TuRcz、）

MAX エMowIcz 及 び C ．　foetida　LINNE の 根 茎 で あ る と記 され，

また Fi本 で は 「F｛局 12」7）
に C．　simPlex 　WoRMSK ．K）RD サ ラ

シ ナ シ ョ ウ マ また は そ の 他 同属植物 の 根 茎 が 規 定 さ れ て い

る．しか L．， 現 在 で も異物 同名品が 多 く，中鬨で は Cimici一

吻gμ 属以 外 に キ ク科 の ．S’erxatuga 属植 物，ユ キ ノ シ タ科 の

汎 5鋤 6 属植物，バ ラ科の A．ru7tctes’属植 物 及 び キ ツ ネ ノ マ

ゴ 科 の Strobilanth．es 　N 植 物 な どの そ れ ぞ れ 根 茎 に 由来す

る もの が 各地 で 「fF麻．1 ま た は そ の 類 似 生 薬 と し て用 い ら

れ る と報 告 され て い る
4・8−1】1

（TABI．E　I）．実際 に 著
：

者 ら が

中 国 各地 で 市場 調 査 を行 っ た 結 果に お い て も種 々 の 外 形 の

市場 品 が 認め られ ， 基源 の 混 乱 が 確 認 され た．一
方，近年

1升麻」の 抗 炎痒 活 性 が 調 べ ら れ て お り
m ），そ の 報告か ら

α 槻 曜   α 属 に 由来す る 「升 麻 」 に お い て も原植 物 を特 定

（222）
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し ζ川 い tVJ が よい と y え られ た．こ れ ま で 「升麻 」 の 原

加［イ勿と され る ）科・に二才 た る 7属 14F 「1 変不羊の 十1く茎 に つ し 1・

て紅 織Vf
’
eL！力 阪訐さ れ．Sa「1．10・Ll・L：D，，tた 舵 な 市場品 の 八 イ1｝］1

と 辷 て C．hFt」’aclaft ）gia，　 Cl面 伽 滅 〃 ，　 C．　foctid（t 使 び Sc　v　r．

rtttv！a （ltinel？sis　 S．　M 〔．）ORE の そ れ ぞ れ 地
．
ド昂 が 磁 ］1さ れ て

い る
Si ］．しか L，観 淡 した 部イ’ の 、説明 が な く，糾 肋 「kl）

r
　［］

，t，七さ れ て い る 1レ質 も 1確実 で，恥 に C．瓶 昭 論 の 競〜 と

C
’
．dahu ？

’icaに つ い て は ／旧
．
束数 の L い で 区 別 て き る と

れ て い る
曲

が ，こ の 形 質 で は 動 秤．は τ
唱 1亅困難

、

あ ・
っ た．

そ ＿で，「∫レ暦 」の 原植 物 を確牢 に 同 遣
75．

る ノ丿法を碓 立 し，
現 在の け田，r1本，1、田 rい 茄 の jl源 を明 ら か に す る 冂的
．．プ

イ・研 究 を行 った．現 ピ1 美で に 入 ；した 巾上｝品 は ユ00点余

ご で の 内 60 − 70％ は C觀 々塑即 属 11由 木 弓
晒
る もの で あ 一

，

た 二 とか ら，先ず 中［fii
’i｝，冂 本

賜

岐 び ：国
田 〕

に 唯 す る 本

槝扣 物 9秤 の 地 ド部 を1’［使維 織
」’
？：的 に 検 註 しノ ．本張で は

fCFI に 共 通 す る一一
般的JI彡態，及 び 11 巾［の 南 部 r・除 く奈或 及

び 1図∫に 広 く分 布す る C．∫珈 ヵ18τ の ，観 察 i
’
，IS｛），生

；
ll年

数 及 び 崖 地 の 遠 い に よ る 形 態 の 夏化 に つ い て 報 告す る．

実　験 　の 　部

　1．実 験 材 料

　富 1．［．I　IT利 葉 朴 大 7：和 iv薬 研 究 所 民族 兎 物 資 料 館

C
．
1
’
NIPXV ）し二保全．　N れ る．

　L 植 物 材 料 　Q 〃漉 ψ響μ 亜 属 の Ctlni‘’zlfitga ∫加 ρ1α
W ご〕RM 　K．rOtm サ ラ シ ナ シ コ ウ マ G4、集地 な ど は Appendix
？
’
照 ）．そ の 他 ，

一．澱 的 彫 態 で は α 7甑 功 禦 軛 属 の C．
ノ2ρ7 κ ♂‘塑丿跏 Kai 　，x　eL’⊂）／　（　dalzuv’ica（T 〔IRCz ．｝）．L・［xxrMc ）Ll　Icz，

C ．ftJe　lida　LINN 直，　C、，v ’lu7an 〔〃sis　Hrl、o，　C，　net7vc．］tU、

a〃〔7isis　Hsい o 及 び C．　bi’aclzycampa 　I　ISIAo，∫il．vxosPerma

弔 属の 　C，α‘
・
f・ガ’zα　（SIEB、　et　 Zu〔c．）C、　 T、、NAKA 　及 び C．

メ鹸 〃2磁 （
’
PIIUNB，） SPRENGEL イ ヌ シ ’ ウ マ を靦 察 し た．

各琶 の 採 集 地，外 部 及 び 内 卩 ［〜形 態的特做 は次
．
蹴で 述 べ る．

　2．「升麻 」 市 場 品　映 西 省七 却，市レ薬大広 イ，F 甲 業 冂IS
か ら 人 ／

・
（1992 年 9 月，TMPW 　No．12342）．

　 II．実 験 方 法

　
’
膚 1ミに よ り切 片 を角成 し 光学娘微 1

’
f で 観察す る他 に，画

像解折装
…

を用 い た．

　張 　 ： 1∴」速 カ ラ・一画 像 角fl析 シ ス テ ム SP・500 （S）；写 π

顕微 1竜AHBS3 ，カ メ ラ コ ン トロ
ー．一ル ．ニ

ッ トITC．380M

（以．1 宇 iJ
ン パ ス 光腕 1 ）昌 り．

　ノ∫法 〔Fig．　D ：発 Zi 後 2 年以 上 を経 た 根．〉ζの II附 1 に お

い 　 市 切 片 （又 の 残基問）を脅戊 し フ ロ ロ グル シ ン ．塩 酸

で 処 Jtして 木 部乙嚢 色す る　（二 次木 ISの 全組 織 及 び
一一次 木

。 llび）  r管 が ノ 色 さ れ る ）．2 年 目 に 形 成 さ れ た
一一
∵ 欠木 聴

（A ，B） を 画 隊 処 哩 の 対 隶領域 （形成層側 が ．止ノiに な る

ように 人 力 〕 と して，2 亅
’
法補．IL 後虫川 椥 〜 を介 して 装 置に

取 り込 み，帳淡 レ ベ ル ス ラ イ ス で 2値化す る．画 像 を反 転

し て lt」管 H を抽出 し， そ れ に 還 管辮 が 今 まれ る ltうに ， 隣

振 G
一
る 道管 ど うしが 接 触 L な い 範囲 L 膨張させ て 補 正 し

（JI接 触性膨撮），そ れ ぞ れ に 番 ゲ をイjけ る （B）．測 定 パ

ラ メ　 タ と して X
．
方向 F・WAI枦，　 Y 方向車心 后叶 及 び 絶

対最 大 長 を 選 び bi「
’
測す る．こ の 時，　 X 方 向 及 び ｝

」

方冂重

心座 ぢ は 名魁 行 の イ〜直を （｝
厂

座標 は 木部 の 放射 】由
一
で，X

JLi は それ に 直 交す る 軸 ；ir！11座 才孕の O は 月 家領 域 の 外蘭，
1， ［ノ∫ を任 意 に 選 ぶ ）， 絶 対最大［

一・
は 道管 の 最大 径 を 劉 わ

す．次 に 紘 1処理 と して，イ部 の 放 射 杣 Eの 道
“
e の 付 背 を

CX

Ph

tse

A

・p・

Bo
X　「

C

L−一

　　　　　　　 ．．、、−

　　　　　　　　iiliiii！
　　麟：
e，T9らく　s，Tee’エ

　　
，E
｛k巳4iヨ

　　
c°132凋

　　
c
竃：陥 1

く3
竺 ．塑 ．．＿ ＿　 ．．」

　 　 　 　 　 　 500ym 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　 100 ｝
””

　　　　　　　　　　　　　Fig．1．　Diagrams　Ilhl　tratirlg　the　ImtiEle　Analysis、工ethod
A ：i．）ia．．1

’
（lnl （，f 〜

・
ascular 　bundles 〔〕f （二 〜i〃 vptax 　in　transe〔重lon 〔｝f　rhi ∠〔｝me 　betxvee］i 蚊 em 　regidues 〔Rh3　indicnted　ill　A　of　Fig ／1、

The　secolld
−
ycu

・
growth τegion 　of　se 〔 ondary 　xylem ，　as 　R，　is　selected 「or 　ana1 ｝

・sis，　｝　Binary　ima只e　with 　the　background
image　of　xyl 〔mtfter 　se 】ecti π1g　the 、

・
c　ssels ，　 The　posi乏ion　Qf 　vessc1 　（expressed 　by しhe　center 〔冫f　gravity ）is　indicaLcd　wlth 　X

and 　γ coordiIlate 　fr⊂）rn 　th〔三 arbltrary 　center ，〔｝ver 　the　rlght 　of　r〔｝gr ）n
し‘R．

1’
　C ：C 〔｝rrelnt め11　graph　for　frequency　distrlbutlon

of　vark ＞us 　sized 　vessels 　inregiorド‘R”　〔The 　X 　axis 　shows 　the　positloll　c）f　vessels 　in　t．he　radial 　directi（エn 〔，f　xylem 　and 　the　Y
axis　shows 　the　diameter （〕f　vess ・Ls｝．
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横軸，道管の 径 を縦軸 に と り，そ れ ぞ れ 最小値 と最大値 の

問を 10 階調 及 び 5 階 調 に 区切 っ て，木部 の 放射軸 F．の 各

位潰 に お け る 道 管 の 径 の 度数 分 布 を 相関 グ ラ フ （C） と し

て 表わ し，相 関係 数 を 求 め る．一次 木 部 側 に 径 の 大 きい 道

管が 多 く，形 成層側 に径 の 小 さ い 道管が 多い 切 片 ほ ど相関

係 数 が 1に 近 く な り，年輪様 （環 孔 材 様）
Lη の 形 態が 明 瞭

で あ る．

＊ 柑関係数　（COR ）の 算出式

COR ＝．．

け　 　　　　 　　　　 　　　　 n 　　　 　　　　 　　n

Σ 浅 ｝〜
一

〔Σ 丿（、！〔Σ Y，）加’．≧　　　　　　　　　 ！　 1　　　　　 匚一1
3z 鼠 s、．

　　濁 ：横軸 項 H （木 部 の 放射軸 、ヒで ぴ）道管 の 位 置 ）の

　　デ
ータ，Y，

：縦 軸 項 目 〔道管 の 最 大径 ）の デ ー一タ，

　　∫x ：横軸項 目の 標 準 偏差，Sy ：縦軸項 目の 標準偏差，

　 　 7t ：道 管 の 数

　相関係数 は 1切 片 当 り年輪様添薄造が 明瞭 な 1 つ の 木 部 で

求 め ， 1個 体当 り 3〜5 か 所 の 切 片 に つ い て 測 定 し て 平 均

A

　 2
｛Sm2 ｝

「 「
p 一、

｝ 丶

B1∴
噛

、　，
〔剛

i騁
．

％ξ i
i　 鐃 1ぎ
1　　 過 Lm

L− … 劃

〕

宿

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 hOl

、＿．一一一一＼一一一一．劍 理 ま
1
−1

hoI

D
【Ro ｝

琉

1 

　　　　　　Fig．2．　Underground 　Part　of 　C 　simPlex 　from　Japan
A ； Asketch 〔〕f　underground 　part、　shoWing 　the 　parts　of 　transection ．　 B，．1 ；Dia−

grams 　of　the　transecti （）ns 　of　rhizome 　at ｝evel 　indicated　in　A　bジ
‘Rh し

”“Rh2”and

“Rh3 ，
”

respectively ．　 C ：Diagrams 　of 　the　tr乙夏nsecLions 　of 　stem 　and 　stem 　residue 　at

】evel
“Smr

’
and

“Sm2”in　A ，　respectively ，　 D ：Diagrams 　of 　the　transection　of 　root

aUevei
‘‘R 〔ゴ

’
in　A 、
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した．以 卜相 関係 数 を Cθ1
’
（v） と 略 す．

　III．　 C’imicifUga 属植 物 の 地 下 部の
一

般的形態

　1 　外部形態 （Fig．2・−A ）　 多年 生
．
草木 で 毎年 根 茎 を延

ば して 地 ヒ茎 を付け，秋 季 に そ れ が 枯れ て 残 基 と 1、て 残 る

（ト 3 個／．年） ため，経 年 した 根 茎 ほ ど茎 の 残 基数 が 多い ．

また 多数 の ひ げ 根 を付け る．根華 は
．一

般 に や や 棒状また は

塊状 で木 質，しば しば 中空．表 撕 は 褐 色
〜黒 褐色で ，しば

しば 網 目状 の 紋 様 が あ る．断 面 は繊 維 質 で 浅 黄色
〜暗 黄色．

菓 の 残基 は 高 さ 1〜5mm
， 中空．根 は 堅 く，表面 は 黒 褐

仏．種 に より，根茎 の 形状，径及 び 表画 の 色，茎 の 残 基 の

A ｛Rh3 ｝

難薹藁 i鸛
B 　 　　 ｛Sh ・ ⊃

嚢購撫 ：
　

帥

 

。

羅

SC

s

緇灘鑼 翻

韈1灘難
vp

vr

「s
　Cl

’ s

　a
b

　
10〔屮m

6 　 a　7b

喧腮

2

Wrs

VS

　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　　
　　　　　　　　   〔脚 　　　　　　　　　　　　　　　10〔卸

　　　　　　 Fi只．3、　 Rhizorne　and 　Stem　Res　idue　Qf 　C．　 siinplex 　fmm 　Japan
A ；The 　transection 〔冫f　rhizonle 　between　ste 【n 　L

−
esidues （a日 e 、

・
el
“
Rh3

”
irldicated　in　A 　of　Fig．

2）．　B ：

厂1、he　transection 　Qf 　stem 　t
’
c
’
！！si〔lue　e‘Sln2つ．　C 二 Isolated　elenients 　of　rhizonie 　（1，

sclereid 　in　cortex ；2，　sclercids 　over 　phloem ；：1，　scalarifQrm 　vesse1 ；4，　piLted　vesse1 ；5，　bordered
pit　vessel ；6，　tracheid；7，　xylerr1 丘bers）．
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僅，残基 聞の 距 離，節 間 の 長 さ，質，断面の 色 根 の 量 と

径 が 異なる．根茎 の 断 面 は
一．一

般 に 生 の もの で は黄 白色 で あ

るが ，乾燥す る と色 が 深 くな り，また 緑色を帯 び る もの も

あ る．以 下，外 部 形 態 は 乾 燥 し た 状 態 の もの に つ い て 記す．

　 2．内部形 態

　i）根 茎 （茎 の 残基 を 5個 以上 もつ 根 茎 で ， 茎ク）残基問

の 根 茎 部 中 央 を観 察 した ：Figs．2−B ；3．A ，　 C ；4−A ）：

横切面は類 円 形．殻 外層 は，外側 の 細胞 壁 （接 線壁）が 肥

厚 し コ ル ク化 す る皮層 の 柔細 胞 か ら な る．採 集年に生 じた

根茎部 （2．B1 ） の み 表皮 が あ る．種 に よ っ て ，皮層中 に

厚壁 細 胞 が 散在 し，また 不連続 な 内皮 が 認 め られ る．維 管

束は 並 立型 で 環状 に 配列す る．維 管束内形成層 は 明 瞭 で あ

るが，維 管束間形 成層 は 不 明 瞭 な種 が あ る．師部の 外側 に

厚壁 細 胞群 が 存在 し，そ の 細 胞 数 は 種 に よ り異 な る．C．

・ A
　 〔Rh3

 

60

騨
　　　

＼丶＼
＼
＼

丶，／

CX

　

e
帥
聡

）＞v 　LP［
　〆／

／
／

　ノ　　　　　　〆　　 　 2 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 圃
　　　　　　　　　　　　　！
　 　 　 　 　 丶　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　〆
　 　 　 　 　 　 ＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　　　　　　　　　　　！
　 　 　 　 　 　 丶　　　　 　　　　 　　　　 　 ／　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・　　 　 1mm　　　　　　　　　　 ／

B2

灘馨驤 韃
p

wf

vr

V3

10〔脚

sc

vd

vr

　　　　　 Fig．4．　 Rhizome　and 　Stem　Residue　of　C 　simPlex 　fronl　China

A ，、2 ：The　transection　of 　rhizorne 　between　stem 　residues （at 】evel
“Rh3 ” indicated　in　A

of 　Fig．2）、　 B ，，2 ； The　transection 　of 　stem 　residue （
“Sm2

”
）．
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bxac／iJ・c （iny）tl 以 外 の α 脚 猷〃複鯉 亜 属植 物 の 二 次 木 誰 に は

細胞 の 人 k さべ既 列 の 点 で 反 復 す
．
る輌造が 見 られ，ま た 輪

祁 も同月川 で く び れ る 二 とカ 9 く 1年聞の ヒ長 浪 域 が 判別

可 能 で あ る　（・1輪 橡 構 造 ）．と くに C．々醐 αご比加 磁 で は 昏

ro こ生 じた ！首
ノ
1

；
か 秋 季gこ kじた 暹幹丁よ り明 らか に 大ナ「

」で，

愾 孔 材 様 を 耐 る．イ・ 部 の 放 射 方 向 の 長 さ は 2il　llに 形 戊

され た ，貝域 か 最 も K い ．6−−7 年 1司 勹 牙 長 力
1
見ら 1し る 木部

に お い て 〔：そ れ 以 h， た 根 f 嶺は 腐 る），3 年 日 は 2 年 「1
の 30〜4G％，4 年 目 は 1｛｝〜20％，51 ．目以 降 は 工0％ ぞ 度

の 長 さ で あ る．　「次 木 「叡 3 皆紋 ，イ呼文，孔 紋，有縁 孔 紋 の

各道拿，〔，，
．qP ，ト｛紋，孔紋，有縁孔紋 〔3．．C 、） の 各仮

道管．及 ひ イ那 繊 維 （3C ，） か ら な る．仮 道 管 は 道 管 の

周囲に 多い ．　 火本 部 は らせ ん 侠，la 之直管 と木 部 柔細 胞

か らなる．髄 は 通 賞 柔 細 胞 か らな り，しば しば 中央 部 か 脱

落 す る．皮層の 1∫ 壁 個 胞．師 部 の 外 側 の 厚壁細胞 及 び 木 部

の 道 七，仮道i ，木司≦繊 維 ほ 木 化 す る．細 胞 内 含有物 と し

て
“
L　 fv ．i ん ＊ が ｝

e
二層，放射 組 織 及 び 髄 の 柔細胞 1トに 。、L．め ら

れ る．ほ とん ど 炉 襖 で径 2〜10μ m ，臍 は イ 明 瞭．ま た ，

古 い 根 馬ull に は
．・次 水韻 及 し▽刀毛の 二次 本 ］Sの 道 鮎中に ぼ

褐 色〜紫 紅 官 の 私1脂様物 fiが 認 め られ る．

　ii） 」：の 残 基 （Figs．2−C ；3−B ；4B ）：其 本 構L は 根茎

と珂様 で あ るが ，木 部 に Sl 輪様構直 ガ 見 ら れ な い ．内皮 は

杉 野
．
に 羸 め られ る何 に お い て もない ．師部 の 外側 に 行 ユ よ

り ラ殺 の 肛 壁綱 II包カ イ∫在．ケる．秤 に よ り放射組織 の 柔細 胞

が 厚
i 暫 L弓る．髄 は 遊常 rl 央郡 ” 欠 く．多 く の 短官中に 樹

月旨様 物厂 rか 存．イ1 す る、

　iiD 根 （Fig．2．　D〕：根 は 3〜7原 型 で，通 各 形 成 層 が あ

り二 次絽織 力 観 S ぺ れ る．六 皮細胞 は 外側の 接 線 鼻 及 び 放

射 即 が 肥 1，し， 二 の 穏 ほ 暗 褐 色 を　 ポる．皮 層は 10〜巧

細 胞 層．内皮は 曙 瞭 （，内皮細胞 は 壁令体 か コ ル ク化 す る．
内鞘 は 正

一．2 細 ll｛⊆層，根 の 径 が 4．Omm 以．Lの もの で は 師

昼の 外側 に 1〜5 個 の 11w 細 胞 力 II，9め ら れ る．

　 藍V ． C9 碗 ρ飴κ の 形 態変異

　L 　部位 の 違 い に よ る 内 部形態 の 変化 （材 料 ：富 ili県大

　　 岩，X ．　B ．　Li　92〔）OO，921］．e・一・92113，92118）

　i）杜 t （Fig．2B ［a ）：」也」 艾 が lh る 部｛〜か ら そ れ に 隣

桜す る 幻 の SkJt　 tlSま で （採 集年に fkじた 狂茎部），帳 茎の

工続 馴
‘

「

’
7
・
観察 した とこ ろ，中 央 冂βで 帥部の 外側 の 厚 壁 細

胞 の 数は 最小，形 戊眉 輪 の 半径 に 対 す る木 部 の 放射方向の

長 さ の 1ヒ率 （以 FLxy ／Rcr％ と略 称 ） は最 大 の 値 を示 し，

ま た こ の イi呪 の み 内 皮 が あ 「1 （92111，9．　2118 の 標 本 に は

存在 しな い ），木 醇1〜に 嶺 輪 様 の 曳化が 明 瞭
「’
あ一．、た．次 に ，

些 ま た は 菜 の 残 戸iに 近 い 口ll位 （連結部 の 約 51nm
一
ド方 ：

B ［，B2） と、9k　k 間 の L｝火 部 （B：，） に つ い て そ れ ぞ れ 粗

旧 に 伴 う変化を調べ た とこ ろ，醐 部 仙 と もに 採 象 トの 根 茎
｝5以 外 に は 衣皮か な か っ た．木 部 は 経 年 して い る根茎部 ほ

ど長 く，形 戊 ｝1 輸 の ｛径 も大 き い 傾 向 か 認 め ら れ た が ，

Z議 ゾ 1〜げ ％ ほ ほ と ん と 変わ ら な か っ た ．ま た ，1
’
1次 木 1〜

の 内 2 ・卜凵に 形 戊 x れ た ll戯 の 放 射方向の 長 さ は 新 しい 根

茎部 ほ と 1く か 一た．  1脂 様物 fは 占 い 窪ll位ほ ど頻 繁 に 認 め

ら21た ，抹集年の 1’工 乏 部で ltH　．，：され た 両 部｛tの 形 亘　1iの 圧

い は Lll　L 任　 1三で も締 持 ざ れ て い た．ま た C θ r （z，） は い

ずれ の 残 21．聞の 中夬部
『．厂

もほ ぼ 同 じ値 で あ ．．た．そ こ で 根

零の 観 ，；、・】ifンニは，比 申x す る 丿し勣 多い 残 劉 昌1び）中 屮 V
（Rh3 　M 和 す） と L た．

　ii） ・L の kk　Ji （Fjg，2C1 ，2）：根 x ．との 1申結 部 か ら 2〜3
1／／n／ Il

’Y∫を，新 し い もの か ら舶 欠観
心

した ．採集 年 の 茎

〔CPi は ノ皮 及 び 髄 が 完全 に 竹泊 し，道管 rトに は 樹 脂 様

物 ，t力 認 め られ な い ．茎 の 残 基 （C ，） で は す べ て ， 表 皮

及 〔 皮層 の 　 ［正防 脱 洛 して最 外汽1ほ 外唄r悔 依研 が 肥 lrしノ：

朱・匸illll泡か ら な り，　iた lrfTの ［11tiN”］Sは 垣見落 し，迫管 「ilに †∫月旨

様 斗勿冨こカ
s

（1看　し ノ　．　L，J．
一
ド，　些a）勧己到：凵IS　｛．J：は 残基音β　〔Sln2

と称す〕 と した．

　2． 日本産 C．　simplex の 根茎 の 形 態 と茎 の 残基数 と の

　　 関 係 （ ［でゴ ト数 キ 札 壱に 残 る thの 残 基 数に アき換 え

　 　 た 〕

　i｝ 外 1形態 〔
「
rAlt［．t二 πU ：　：の U』井 を各々 3−．16イ固 もつ

杜 墨 8イロ体 ！ l山 県 プ T　 Jt
’
）に つ い て

， 残 其 数 と根些 の 外

部形 態 との 閏 係 を検 ，，1した ．その 紂果，残 基 の 多い もの ほ

こ 恨
．
之 が 太 く，また 之

の 残基 の 径 も大きい 傾向が 見 られ，

こ の 恭 果は 他 の 地 t・kJ．” の 手。、本 て も 同様 で あ っ た t しか し総

じる と、 va’一の 残 簒 数 5 個 行 近 を境 に し て 2 大別 で き，5個

以 llの もの は 忖 A の 径が 12〜38111m，茎の 残 八 の 径 か 8−−

22 （26）mm （A グ ル ー．一プ と す る ），5個 以 下 の もの は そ れ

ぞ れ 4−一一1・lmnlt　 4− 10mm で ，横断す る と 中実の 部位 か

あ．
フ た 〔B グル …フ 〕．B   に，　 A グ ル

ープ 内に お い て も

帳 ’の f鴇 若 トの 産 地 旧 の 並 肋 見ら れ，
「
；山 及 び 新 湯 県

産 は 1 广 38mm − 「lu」1吸 び ．、、都 J｛ は 12− 26　mm で あ一、た．
（の 残 丿k問 の U−［甜 及 び 節 問 の 長 さ は 弛 去1 数 と 関係 か く．

4〜20mm 及 び 2−．．1（）mm ．表面 は 褐色一暗 褐 色 で ，や や

丁質． ｝ の 残 ｝1
．
問 の 証1鮒 が 知 い た め 帳 くは 全 体 に 塊 状 を 1

す る．

　m 内 Ilil形 態 （TAr三LE 　III）：A グ ル ー．．プ で は 杠茎，ζの

残 且 と もに 皮層 「寸に 甲 x細胞力 fi　4．し た が ，　 B グル
ープ で

は川個 ）られ な い 転 本が 1／3 あ っ た ．Nk　」cl の 維 管東数 は ，　 A

グ ル ープ の 内 ｝ illと樹1耐 県陛 か 多 く 4e〜54個 で あ っ た．
A グ ’し　プ の tt 」：は ．二次 木部 の 内 2 年 日に 形成 さ れ た 領

域 力 K く，ま た 追 答 か 大 きい 傾 向 が 見 ら れ た．B グ ル
ー．一

プ

の 杜 些 に ほ 皮壻が 薄 く，厚 さ 35〔｝〜520 μ m の もの か 認め

られ た ．その 他 の ll質 て は 両 グル
ー一

プ 間 の 堂 異は 少 なく，

根 y
：｝．お い 1 は 内皮 が 約 ｛数 の 転 イ

’
で 認 め られ，維 管 束問

形 成 層か ，il分 的 に rl忍め られ た．二 次 木 譌 は 彩 くの 標 本 で 2

年 目の ｛長域 が 最 も輪 が 広 く 3年 目に 忌 に 狄 くな っ た．

Cθ r （v ） は 低 い が，厭 都 の 栽 培 品 の み 0，41 を示 し た ．茎

（228）
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’
1．　M 〔｝rphological 　Comparison 　between　the　Rhizomes　from　Japan　and 　Those　from　China　in　C，　simPJex

L 〔冫calityGro

しユP
木

ノ
．
t
＊ x

Japan China

Alo

〔31

　BgC5

〕

　
．
 

ノ

A5　

7

B2
（2）

Nurnber　 of 　 stem 　 resi 〔］ues 5−．16 3．．．5 5．1〔．1 3

Diarneter　of　rhizo ．nユe　l：mm ）

Diameter　o
．f　stern 　residue 〔mm ：1

1
．
）ista正、Ce 　bet、veell 　t．WO
　 st．enl 　resid しles 　（エ

．
11nl＞

1．ength 　of 　internode　〔mm ｝

C 〔〕IQr　 of 　 Sur ［ace
厂
1
、
extureSection

　　　Col〔．）r
　　　　　　　　　FOI・m
r）ialneter　of 　ro （，t　〔1nm ）

12−．38
　8−22（26｝

4．．20

　　　　　　2．．1．〔
．
）

br〔＞WI ．．1−．dark　bro− 1n

−

〕

「叩
　
〔

廴

−

44

　　　　　　　　　　　 slightl ｝
．「heavy　and 　hard

　　　　　　　　　　　　　Iight　yellow
−yellow

sornewhat 　hollo、v −hollow　　　solid ．．s〔｝mewhat 　hollow
　　　　　　　！． 一2．5　　　　　　　　　　　　　｛｝．6−1，8

15．−50

（2）4−142
．．14

4−．256

−14

dark　brown −blackish　brown

　　　　　light　and 　l．lard

　　　yelk｝w
−dark　yello、

．
、
・

　　　　　　　　hoUow
　　　　　　　　Q．6−1，5

ダTwo 　kinds　of　rhiz （）mes 　based　mainly 〔＞n　the　number 　of　sterr］ residues 　irl　the　rhiz （）me 　are 　divided．
s ＊ ・

iz　 represents 　the　Ilul
．
nber 　of　samples 　（the　number 　of 　locations）．

TABLE　III．　Anatomical　Comparis（m 　betweeI．1　the　Rhiz 〔，mes 　froIn　Japan　and 　Those 　from　China　in　C、　 simpge
・
x

L（
．
）calityGroup

’

ve
＃＊

Japan China

Elelnent 　A．
1〔｝〔3）

　
）

B6　
9

　　A ，B7
〔5），2 〔2）

Rhizome 　〔at 　level　 Rh3 ）
ll ’

　五．rv ！左‘．γ　〔．ヲ6）＊＊ tl

　Corしex 　　Thickness 〔μ m ＞

　　　　　　　　　　Sclereids
　 End 〔〕dermis
　N し1mb （

．lr 〔．＞f　vascLllar 　bundles

　 Nlaximum 　 n し．m ユber （ぜ sciereids

　　　over 　 each 　 vascular 　bundle

　SecOndarv　 xvle ］n
＊＊＊＊＊

　　　Correlation　c 〔＞ef董
：icieriL　〔a．、．．．e．）

　　　Length 　of　xy 至eLn 　
．〔Pt　tll：2　ζave ．）

　　　Vessel　NUmber 　（ave ．冫
　　　　　　　　　 iMaximum 　diameter〔μ m ） 1：ave ．）
　Const．riction 　of　se （）（．，ndary 　xylem

　 InしerfaSC ．iCLIIar　can
．
lbiLlm

　Sclerification（
．
）F　L）it11

3
．
1．2．．61．7

　500
−1 、600

　　　
．
卜

22−．545
．．90

土

．
〔）．16−（

．
｝．｛．：17−0，151：〔1−41）

　575−89〔，．−1，393
　　 2．7．．．4．7−．58
59 ．2−67．975 ．6

25．2−58．2
　350．．．1，00e
　
一ト〔

．．一）

15−4〔〕

8−70

一
〇．06−O．14−．0，29

28．4−．5
．
76．．843（1，274：：1

　　　2．3．一．4〔）−5／
46．4．．．57．7−62．3〔85，

．
7）

acute 　in　the　third．year 　growth　 reglon

　　　　　　　　　pard
．
y　present

20．7．．．60．0
　300．．550

　 工

15−445
−95

0，11−0．19．．0，33

　188．．592 −．896
　　24．．63．．．82（120．）
43．3．．．．63．1．．86．4
　　1noderate

partly　presel
．
1t
．．

Stern　 residue 　〔at 　level　Snn2｝＊ si

　 Dist．ance 　between 　the 〔
．
川 termost

　　　Iayer　and 　hollow　（rnn つ

　 Sclereids　ln　cOrtex
　Number 〔》f　va ＄cular 　l〕し．mdles
　函

’Iaxil丁1ul．n 　nul
．
1
．
lber 　 of 　 sclereids

　　　over 　each 　vascular 　bundle

　Sclerifica’　ti（．）n 　of　parel
．
lcl〕YTIIa

　　　in　primary　meduUar ｝
．「ray

　Maximu 且n 　diarneter〔，f
．
　vessel 　（μ ln）

1．1．．．6，0

　 ．128
．−7〔134
−230

．
十
．
（
．．．．
）

50106

1．1−3．8

＋ 〔
…．）

20−424

．6．−160

トTT」

60−9Z

0．9．．3．3

20−．6525
．一．18〔1

50−88

　　　
abTwo

　kinds　of　rhizornes 　based　mainly 　c）11　the　nurnber 　of　stem 　residues 　in　the　rhizorne 　are 　divided．

　　
Isnrepresents

　tbe　 nunnber 　 of 　 samples 　（the　 n しmlber 　 of ］ocaticns ）．

　
’＊’Levels“Rh3”and

“Sm2 ”
are 　indicated　in　A 　of　Fig，2．

＊ ” ＊Li｝
，
： 1ength　of 　xylcln ，　ie〔γ ： radius 　of　camL 〕ium　ring ．

’“”“Each　value 　is　nleasured 　by　Image　Ana ］｝
，sis　Systeru　and 　indicated　in　order 　of　the 【nlnirnum ，　mean 　and 　maximLlm ．

　　　　Correlation　c ⊂）eiIicient ：between　the　positioll　of ▽ essels 　iTl　radial 　direction　and 　the　diameter　of　vessels （referred 　to　Fig、
　　　　1〕．

の 残．基 に お い て は
一

次 放 射組 織 が 厚壁 木化 す る標．本 が 半数

以．．．ヒあ り

以．卜．，

，道管 の 峡大径 は 50−．106μm で あ・・
） た．

．
茎の 残．基数 の

．
多少 は

．．ドと して 外
：
部 形 態 1：の 違．い と

し て 表 わ れ．，ま た 内 部 形 態 ．Lも考 慮 す べ き で あ っ た こ とか

ら，各種 の 比 較 は A．グ ル ー一．プ に 限 る．こ とに した．

　3．中 国産 C．S 伽 p飴κ の 形 態 及 び 日 本 産 と の 差異

　　il 外部 形 態 （TA ．BLE 　II）：A グル ．．一プ の．根茎 で は 残基 間

の 距 離 が 15−−50rnm，　 B グ ル
ープ の 根茎 で は 6〜ユ4mm ．

A グ ル
ー

プ に つ い て は 日本産 よ り 長 い ．根茎 の 径 及 ひ
．．
茎

の ．残基の 径 は 両 グル
…プ に 差 が な く，根

．
茎 の 径 は （2） 4〜
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1．4　mm ，残 其 の 径 は 2−− 14mm ，と も に LJ本 産 の A グ ル

ー 7 に 比 し細 い ．全休 に 塊状 に なら ず，表面 は 貼褐 色 〜漂

褐 色 ， 竪 貴で あ る．

　ii）内 ．ll形 態 （TABI」・IID ：A，　 B ク）2 グル
ープ 間 の 差

異 は ほ と ん ど な い ．杜 夛 及 び 茎 の 残 其 の 皮層中に 身 牌 紳1胞

か 。忍め ら れ な い ．N 支 の 」9i　igは 目本 f、 の A グル
ー一プ に 比

べ て 厚 く，厚 さ 300〜55｛｝　” m ．二 次 木 部 の 2 年 口 の 珪 長

域 に お い て ，Cor （vl は ｛｝，11〜0．33 で ｝
．i本 産 よ りや や 高

く，また 道獅の 数 も多 い ．二 次 木部 は でr舟 に くび れ るか ，

急激 に 幅 が 狭 くな る こ と は ない ．茎 の 残共 で は
一

次 放射組

織 が iず：壁 化 しな い ．

　 V ．陝 西 省市場 品 の 外形 と原植物

　市場 轟II【は 根 茎 の 横 切，斜 切，縦 切 凸 ζ断ハ の 厚 蜀 よ 1〜

3mm ，ずの 残 某 及 び根 の 残 基 力 認 め られ る．横 切 晶 の 径

は 5〜12　mni ．髄 の 中 央 韻は 脱落 す る，根 茎 の 表面は ll自褐

色
一一黒稿色，断 面 は 碕色一黄褐 色 て繊 締 貞．横切 品 グ）断面

に は 放射 状 の ，斜 切 ま た は縦 切 品 に は 網 状 の 維 管 束 力 見 ら

れ る．x ・の 残 基 は 径 2 ・・6mm ．根 の タ』基 は 径 1．5mm 以
．
ド．

　寮易 i
！
1の 内 部 形 態 は ili 国産 の C，．siinPlex に

．
』 全 に 今 致

した ．

結 論 及 び 考 察

　1．　C．∫iinPlcxの 地 卜凵 βは 根 窪に 残 る
．
更 の 残 厚iの 数 （生

育｛｛一数）に より，生 と して外
・
tl

）1「態が ノ‘な り， ま た 「有部 形

態 に お い て も 考膚 1』べ きノ

「

異か 認 め られ た．内 、」β形態 は ま

た 観祭 韻 仁 の 比 い に よ っ て も兵 ぶ っ て い た こ と か ら，同属

の 各種 を比 靫 す る ノ め に は HJ提条台 が 必 戻で あ ・た．そ こ

で，イの 残基 を 5個 以 Eもつ 根 op を選 び，苒 の 残共 と残基

の 問 の 根．￥部 中央の 横 切 1自1，及 び根 ぜ：との 連 結 部 か ら 2−

3nm1 上 方の 4 の 残其 の 横 切 面 を観 寡 ， 比 較 す る こ と に 決

定 した．

　2． 中 田，韓 国 及 び 日本 産 の C加 娚 レgμ 属植物 9 穉 の

根 茎 及 び
klの 残 基 の 内部 形 態 を 1 で 扶 ・しした 材料，。M　／

−
．に

つ い て 検 寸して
， 本 属桓 物 に 共 通 す る Jt本的な組 織杣丿」重を

明 らか に し た．ま た，根 茎の 「 次 木 都 の 年 輪様構 造 を衣わ

す指標 と し て，木部の 放射 軸 上 の 各位 1， に お け る這 管 の 径

の 皮 数分 布を相関 グ ラ フ と して 表わ す ノ∫法 を ， 画 像 解 析装

置 を用 い て 門発し，こ れ に より求め ら れ た 相関係数 で 各種

を比 較 す る 方法 を扎 出 し た．C，　siTnpgex 以 外の 各種 の 内部

形 態 的牛」徴 に つ い て は 欠 報で 詳 細 に 報 吉す る．

　 3、 C．　simPlex で は 日本産 と LH 上lit：の 問に 外部及 び 内 部

形 態的 な 差異 が 認 め られ，草 の 残 暴 を 5 梱 以⊥．もつ 根 凶 で

は 外 部 形 態 的 に は帳 宅 ！卜休 の 廾．状，表 面 の 色，根 ．乏 友 び t

の 残 共 の 径，残 基 門 の 蹤 離 ， fivrrlの 長 当 力 くな っ て い た．

内部 形 態的 に は i！ktt 　1 は皮層 の 厚 さ，皮層中の 惇 亮細 胞 の

有無，∴ 次 木 講 の 形 状，　 二次 木 mlS の 2 年 H に 形 成 さ れ た 領

域 に お け る 放 射方 向 の 長 さ と 道管の 数，茎 の 残共 tt
は 皮 層

中の 厚壁 細 胞 の 有無 と．．．一次 放射 組 織の 厚 壁化 に tV が 認め

ら れ た．両 国 内 に お い て は 両 田田 ほ ど 明 瞭な 違 い は な か っ

た ．

　4． 宗定
ls ）

は H 本産 C．　si” lpkx の 帳 茎 の 皮 層 ll1に 厚 iil

細胞 力 存在 し，内皮 は 、、し め られなV と報タ 
 
して い る．しか

［、，本 研 究 に お い て，［」本座 で は 準の 残 Jktaが 少 な い 帳 杢

の 皮層中に 厚壁 細胞が な い もの カ あ り，また 中国庄 で は す

べ て の 根 茎 に 厚壁 細 胞 が な い こ とが PI明 した ．さ らに 両 国

丹 と も｝＿半 数 の 標 本 で，些 の 残基 問 の 根 rを邦に 内皮 が 存在

し た ．　 方， 「中薬 心 」
S”）及 び 徐 ら

呂 1♪の 報告 で は lI極 の 根

茎の 内皮 に つ い て は 　及 さ れ て い な い ．こ れ ま で の 報告 で

は 生 育年数及 び 観 調 〜位 の 検討を彳亅わ な か っ た ため に 止：確

さ を欠 い た もの と思 わ れ る．

　5．　1日 局 L2」η
に 「升麻」の Ai ） と し て 卩し載 さ れ て い

る C．simplex は，現在 の H 本市栃 に は 認め られ なか っ た．
一

屶，Ll．「L」市場 で は，陜 西 省 t　Ei丿 市場 晶 が 中団 痒 の （］．

5
’iM．≠）texに 由 木 して い た．之献 卜，引 1【で は 東北地区，内

蒙 “1 目 vI区，河 北．　 il・徽，四 川 省 な どで IJ種 が 使川 され る

と 口己され て い る 〔TABLI　 I） が，者 石 らの 資 訓 調 繰に よ る

と C．simPlex は か布 地 域 が 広 い が i育 Ut は 少 な か った こ

とか ら，丿量 に 1儿 通 して い る可 月旨「｛は な い と 考 え られ る．

　謝 辞 本研 究i あ た り，比 較 柚 物 の
・
部 を ご同 定 くだ さ れ

た 中国 ｝ 龍匡 凵 口然 資ご馬」「廾究研の 才　 有昌教授，材判 の 蒐集 に

ご 協力 くだ され た 中田 某科 大 学の 徐　国））教 授，rT 林 省中1人 中

薬 研 亢院 中薬 研 ノ 所 の lli　 kL 研 光亘，辰 II山 自然 ff　SJh、開 発俳

究 TTrの 厳　仲 凱研 究 冥、武 田 薬 品」 ：乳抹 式 会籵 偏知 ［11辰 栃 の 小

V
　Jy楓 氏 及 び 株 式幺 U ’

7 チ ダ 和漢薬 に 深 謝 す る．

　Lis，　t　of　abbrevia ↓iユms ： c ； cambium ，　 cx ： col
．
しex ，　 ep ；

epidcimis ，　 en ； endodermi ＄，　 ho 置： holl〔｝w ，　 m ： pith，　p ：

Par し nchyma 　 ccl1 ，　ph ： phloem ，　ptw ： thick −walled 　paren−
chyma 　cel1 ，　 rs ： resinous 　substance ，　 s ： sicve 　tube，　 sc ：

sclcrenchyrna 　cell，　 sta ： starch 　grain ，鳶l　 tracheid，　 vd ：

bordered　pit　vessd ，　vp ：　pitted　v で〜sel
，　vr ：　re 巨culate

vessel ，　vs ： spi ！
−
al　vessel ，　wf 　l　wood 丘iber，　xy ：xyiem ，　xpr ：

primary 　xylem ，　xselsecondary 　xylem ．
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東頚城 郡松 之 ［II岡
．
松之 LI∫IM畏．　C．王to　93040、岐阜 Lllキ 城 郡 宮川

村 駈掩，XB ．Li92103 　揖 斐郡 谷 汲 村谷 汲 111，X ．B ．Lig3063 ，
93067；本 巣郡根 尾村，X ．　B．　Li　93074，93076．青 森県 五所 川 原

市，T ，　Wakabayasi 　g玉050、福 井 県敦 賀市，　R ．　Tamura 　80080．

　 日 本 栽   晶 ：京 都 府 武 田 薬　占」　業 福 知 1⊥1農 」
勿 　X ．B．　Li

93077．
　 ii！ 巾国 Ftl卜品 ：吉林 省延 p 県A．一＊、　X ，　B ．　Li　g2812，92040；

す ［県，C．　Y ．　Gou 　4041；長 白』絲τ貢山，　Z．　K 、　Yan 　3786； 安 図

県長 口 山小 天 池付 近，T ，　Namba 　ei　 al　87163．、L 龍江 省伊 春 市

南 忍 区，X ．　B．　Li　92808，92813．四川省 南川 興全佛山，　X ．　B．　Li
93201 産地 不 明 品 ：a 蘇 省南 京 市中 国薬科 大学 か ら入 手．

（z31）
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